
2

の交流の場を提供することにより、生涯学習活動

成果
の推進に貢献することができた。

　講座受講者率の向上を図るとともに講座受講後の施設利用の促進を図るため、自主サークルへの参加や新たな自主サー

クルの結成を促進する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 講座数（講座） 13 14 15 15 15
指標
成果 市民講座及びものづくり体験教室受講者数（人） 255 272 248 287 287
指標

　近隣市においても、市民が多様な学習機会の提供を受けることができるよう地域の特性や公共的課題を鑑
他市との み、多種多様な講座を開催し、生涯学習の推進を行っている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,718 3,052 3,148 3,216 合計 3,148,126 円
報償費 1,270,000 円

財
　
源

特定財源 765 820 743 795 需用費 189,356 円
役務費 48,000 円

一般財源 1,953 2,232 2,405 2,421 委託料 1,192,320 円
使用料及び賃借料 448,450 円

職員

Ｄ

人件費　② 5,611

　

5,632 6,268

　

6,084

総事業費（

　

①＋②） 8,329 8

Ｏ

,684 9,416 9

　

,300

建
設
事
業

全体

　

事業費（単位：千円）

∧

0 ２７年度特定財源名

　

称

２７年度までの累積

　

事業費 0 講座受講料

２

実

９年度以降の事業費見

　

込 0

　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 生涯学習
施策体

平

系
施策の内容 学習機会

成

の充実

目
　
　
　
的

　多

２

様化する市民の学習要

７

求に応え、誰もが

主
た

年

る
内
容

　市民ニーズの

度

把握に努め、市民講座

評

は前期7
気軽に学べる

価

機会と場所を提供し、

）

生涯学習 講座、後期8

刈

講座に分けて約4ヶ月

谷

間（各12回
の推進と

市

支援を図る。 程度）、

事

ものづくり体験教室は

務

6回開催する。
　市民

事

講座については1講座

業

当たりの受講者数
10

評

～25人程度、ものづ

価

くり体験教室について

シ

は1講座当たりの受講

ー

者数12～20人程度

ト

で実施
し、小学生から

（

大人まで広く市民が気

様

軽に学
習活動に参加で

式

きる場を設ける｡

位
置

１

づ
け

関連計画 刈谷市生

）

涯学習推進計画

根拠法

会

令 生涯学習の振興のた

計

めの施策の推進体制等

名

の整備に関する法律

対

担

象者 市内在住および在

当

勤の人 事業期間 平成１

部

３年度 ～

実施方法 ■直

教

営　■委託　□指定管

育

理　□補助・助成　□

部

その他

一般会計
市民講座

Ｂ
　
事
　
業

開

　
実
　
績

２５年度実績

設

２６年度実績 ２７年度

事

実績 ２８年度計画

・実

業

施講座　　13講座　

担

・実施講座　　14講

当

座　 ・実施講座　　1

課

5講座　 ・実施予定講

南

座　　15講座　
　　

部

受講者数　　195人

生

　　　　　受講者数　

涯

　208人 　　受講者

学

数　　201人 　　受

習

講予定者数　　215

セ

人
・ものづくり体験教

ン

室   6回 ・ものづ

タ

くり体験教室   6

ー

回 ・ものづくり体験教

款

室   6回 ・ものづ

項

くり体験教室   6

目

回
　　受講者数　　 

担

60人 　　受講者数　

当

　64人 　　受講者数

係

　　47人 　　受講予

1

定者数　　72人

　受

0

講者の知識・教養の向

5

上・技能の習得に資す

1

ると共に、学習者相互



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民の生涯学

平

習活動に対し、学習機

成

会の提供及び活動の
・

２

法的業務
高い

支援をし

８

ており必要性の高い事

年

業である。
必要性 ・市

度

民ニーズ、社会需要
・

（

市民生活上必要である

平

　など

　各種講座の開

成

催により市民への多様

２

な学習プログラムの
・

７

コストの節減、費用対

年

効果
普通

提供、学習意

度

欲の一層の向上や参加

評

促進を効率的に行って

価

効率性 ・執行体制の効

）

率性 いる。
・手段の最

刈

適性　など

　時代の変

谷

化に対応したプログラ

市

ムの提供など、市民の

事

生
・市が主体となって

務

実施する
高い

涯学習活

事

動を支援するために市

業

の関与は必要である。

評

妥当性 　べき事業であ

価

るか
・総合計画との整

シ

合性　など

　各種講座

ー

を実施することで市民

ト

の学習意欲の向上及び

（

学

施策への ・施策への

様

貢献度
普通

習活動への

式

参加の促進に寄与して

２

いる。
・目標達成度

貢

）

献度 ・市民サービスへ

会

の効果　など

今後の方

計

向性 □拡充　■現状維

名

持　□改善・効率化　

担

□縮小　□終期設定　

当

□休止・廃止

引き続き

部

各種講座を行うことで

教

、市民の学習意欲の向

育

上を図るとともに学習

部

活動への参加を促進し

一

ていく。

般会計

Ｃ

市

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

民

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

講

∨

座開設事業
担当課 南部生涯学習センター

款 項 目 担当係

10 5 12



目

水道使用料ほか）
　個

担

人利用者を含む、多く

当

の利用者が快適に利用

係

できるよう適切な管理

1

を行った。

成果

　施設

0

の適切かつ効率的な維

5

持管理（節電などの強

1

化）を行いながら、利

2

用者に快適に利用していただける様、施設の管

理運営を行う必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

成果 施設利用者件数（件） 4,008 4,132 4,096 ４,100 4,200
指標
成果 施設利用者人数（人） 44,319 46,010 43,908 44,000 45,000
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 94,056 97,858 95,664 106,160 合計 95,663,618 円
需用費 28,041,120 円

財
　
源

特定財源 22,794 25,511 24,771 25,685 役務費 220,794 円
委託料 63,849,170 円

一般財源 71,262 72,347 70,893 80,475 使用料及び賃借料
3,552,534 円

職員人件費　② 5,611 5,632 6,268 6,084

総事業費（①＋②） 99,667 103,490 101,932 112,244

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0 使用料

２９年度以降の事業費見

Ｄ

込 0

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

平

策 生涯学習
施策体系

施

成

策の内容 生涯学習施設

２

の利用促進

目
　
　
　
的

７

  生涯学習施設とし

年

て良好な維持管理に努

度

め

主
た
る
内
容

  施設

評

の維持管理を行うため

価

に、受付案内業
利用者

）

の利便性を図る。 務、

刈

施設清掃、各種設備機

谷

器の日常及び定期
点検

市

を通じて、施設の適正

事

な管理を行う。

位
置
づ

務

け

関連計画 刈谷市生涯

事

学習推進計画

根拠法令

業

生涯学習の振興のため

評

の施策の推進体制等の

価

整備に関する法律、刈

シ

谷市生涯学習センター

ー

条例

対象者 市民 事業期

ト

間 平成１３年度 ～

実施

（

方法 ■直営　■委託　

様

□指定管理　□補助・

式

助成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ

教

　
事
　
業
　
実
　
績

２５

育

年度実績 ２６年度実績

部

２７年度実績 ２８年度

一

計画

・需用費 ・需用費

般

・需用費 ・需用費
（光

会

熱水費・修繕料ほか）

計

（光熱水費・修繕料ほ

南

か） （光熱水費・修繕

部

料ほか） （光熱水費・

生

修繕料ほか）
・役務費

涯

（電話料ほか） ・役務

学

費（電話料ほか） ・役

習

務費（電話料ほか） ・

セ

役務費（電話料ほか）

ン

・委託料 ・委託料 ・委

タ

託料 ・委託料
　建物清

ー

掃業務委託 　建物清掃

施

業務委託 　建物清掃業

設

務委託 　建物清掃業務

管

委託
　設備等保守管理

理

業務委託 　設備等保守

事

管理業務委託 　設備等

業

保守管理業務委託 　設

担

備等保守管理業務委託

当

　警備保障委託 　警備

課

保障委託 　警備保障委

南

託 　警備保障委託
　樹

部

木管理業務委託ほか 　

生

樹木管理業務委託ほか

涯

　樹木管理業務委託ほ

学

か 　樹木管理業務委託

習

ほか
・使用料及び賃借

セ

料 ・使用料及び賃借料

ン

・使用料及び賃借料 ・

タ

使用料及び賃借料
（下

ー

水道使用料ほか） （下

款

水道使用料ほか） （下

項

水道使用料ほか） （下



2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,073 1,084 1,362 1,129 合計 1,362,012 円
需用費 562,812 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 799,200 円

一般財源 1,073 1,084 1,362 1,129

職員人件費　② 1,403 1,408 1,567 1,521

総事業費（①＋②） 2,476 2,492 2,929 2,650

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

８

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 生涯学習
施策体

平

系
施策の内容 生涯学習

成

施設の利用促進

目
　
　

２

　
的

  情報・図書コ

７

ーナー及び加藤与五郎

年

展示室

主
た
る
内
容

  

度

加藤与五郎展示室の適

評

切な運営と収蔵庫の
の

価

管理を行い、加藤与五

）

郎博士の功績を紹介 く

刈

ん蒸など適切な管理を

谷

行う。また情報･図書

市

するとともに学習意欲

事

の向上を図る。 コーナ

務

ーのＤＶＤ等を購入す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

刈谷市生涯学習推進計

評

画

根拠法令  

対象者 市

価

民 事業期間 平成１３年

シ

度 ～

実施方法 ■直営　

ー

■委託　□指定管理　

ト

□補助・助成　□その

（

他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実

当

　
績

２５年度実績 ２６

部

年度実績 ２７年度実績

教

２８年度計画

・消耗品

育

費 ・消耗品費 ・消耗品

部

費 ・消耗品費
・委託料

一

（加藤与五郎展示室 ・

般

委託料（加藤与五郎展

会

示室 ・印刷製本費（展

計

示室パンフ ・委託料（

展

加藤与五郎展示室
　等

示

くん蒸処理業務委託）

閲

　等くん蒸処理業務委

覧

託） 　レット、加藤与

管

五郎の生涯 　等くん蒸

理

処理業務委託）
　パン

事

フレット印刷）
・委託

業

料（加藤与五郎展示室

担

　等くん蒸処理業務委

当

託）

　多くの市民に加

課

藤与五郎展示室及び学

南

習コーナー・情報コー

部

ナーを利用していただ

生

いた。

成果

　加藤与五

涯

郎展示室利用者の増加

学

と情報・図書コーナー

習

の学習用ＤＶＤなどの

セ

充実を図る必要がある

ン

。

課題

指標名称（単位

タ

）
実績値 目標値

２５年

ー

度 ２６年度 ２７年度 ２

款

８年度 ３０年度

成果 情

項

報コーナー利用者数（

目

人） 2,441 2,2

担

18 1,639 1,7

当

00 1,800
指標
成

係

果 加藤与五郎展示室利

1

用者数（人） 1,26

0

8 828 922 1,0

5

00 1,100
指標

 

1

他市との
比較検証



目

度

（決算） （決算） （

担

決算） （予算） 事業費

当

内訳

事業費　① 381

係

0 6,157 0 合計 6

1

,157,420 円

0

需用費 6,157,4

5

20 円

財
　
源

特定財

1

源 0 0 0 0

一般財源 3

2

81 0 6,157 0

職員人件費　② 2,104 0 1,175 0

総事業費（①＋②） 2,485 0 7,332 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称

２７年度までの累積事業費 0

２９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

平

策 生涯学習
施策体系

施

成

策の内容 生涯学習施設

２

の利用促進

目
　
　
　
的

７

  生涯学習施設（南

年

部学習センター）とし

度

て

主
た
る
内
容

○学習コ

評

ーナーテーブル椅子修

価

繕
良好な維持管理に努

）

め、利用者の利便性を

刈

図 ○排水用水中ポンプ

谷

取替修繕
る。 ○空調機

市

等部品取替修繕
○多目

事

的トイレ照明人感セン

務

サー取付修繕
○屋上防

事

水修繕
○屋上シーリン

業

グ修繕

位
置
づ
け

関連計

評

画 刈谷市生涯学習推進

価

計画

根拠法令

対象者 市

シ

民 事業期間 平成２５年

ー

度 ～

実施方法 ■直営　

ト

□委託　□指定管理　

（

□補助・助成　□その

様

他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実

部

　
績

２５年度実績 ２６

教

年度実績 ２７年度実績

育

２８年度計画

・多目的

部

ホール内バスケット 　

一

・学習コーナーテーブ

般

ル椅子 　
ボールコート

会

ライン変更修繕 　 修繕

計

　
・冷却水管理装置修

南

繕 　 ・排水用水中ポン

部

プ取替修繕 　
　 ・空調

生

機等部品取替修繕 　
　

涯

　　――――――― ・

学

多目的トイレ照明人感

習

セン 　　　―――――

セ

――
サー取付修繕
・屋

ン

上防水修繕
・屋上シー

タ

リング修繕

必要な修繕

ー

を行い利用者に快適に

施

施設を利用してもらえ

設

ることができた。

成果

補

施設の老朽化に伴い、

修

随時補修を行っていく

事

必要がある。

課題

指標

業

名称（単位）
実績値 目

担

標値

２５年度 ２６年度

当

２７年度 ２８年度 ３０

課

年度

指標

指標

他市との

南

比較検証

部生涯学習センタ

Ｃ
　
事
　
業

ー

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

款

円
２５年度 ２６年度 ２

項

７年度 ２８年度 ２７年
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